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アイスブレーク ～ 自己紹介 所要時間５分

◼ 各テーブルで、自己紹介をお願いします

最近、あなたが「ウェルビーイングだな」と思ったことは何ですか？
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地域幸福度（Well-Being）指標を活用した政策デザインWSの内容

1. 地域幸福度指標ダッシュボード等を使って、対象都市の特徴を把握する。

2. 対象都市につきSWOT分析を行い、ウェルビーイング因子を4分類する。

3. 相関分析を行い、対象都市で優先的に政策介入すべき8領域を決める。
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ダッシュボードへのリンク

＜令和５年度版＞
＊全国調査／市区町村版
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_zenkoku_shikuchoson.html

＊全国調査／都道府県版
https://sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_zenkoku_todoufuken.html

＊個別調査／市区町村版
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_kobetsu_shikuchoson.html

＜令和４年度版＞
＊全国調査／市区町村版
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r4_zenkoku_shikuchoson.html

＊個別調査／市区町村版
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r4_kobetsu_shikuchoson.html

＜令和５年度版 分析用ツール＞
https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiZTgwYTIyMGUtYmYxNi00Y2UzLWJiMmQtZTE4MTk0YjdmZmU0IiwidCI6IjBkMjk4
MWYyLTVmNDItNDA5YS04NGZlLTcwMzQwN2RmYjg5OSJ9&pageName=ReportSectionb3d014f3d9064bb058c5

【SCIJホームページからアクセス可能】

https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_zenkoku_shikuchoson.html
https://sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_zenkoku_todoufuken.html
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r5_kobetsu_shikuchoson.html
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r4_zenkoku_shikuchoson.html
https://www.sci-japan.or.jp/LWCI/dashboard/r4_kobetsu_shikuchoson.html
https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiZTgwYTIyMGUtYmYxNi00Y2UzLWJiMmQtZTE4MTk0YjdmZmU0IiwidCI6IjBkMjk4MWYyLTVmNDItNDA5YS04NGZlLTcwMzQwN2RmYjg5OSJ9&pageName=ReportSectionb3d014f3d9064bb058c5
https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiZTgwYTIyMGUtYmYxNi00Y2UzLWJiMmQtZTE4MTk0YjdmZmU0IiwidCI6IjBkMjk4MWYyLTVmNDItNDA5YS04NGZlLTcwMzQwN2RmYjg5OSJ9&pageName=ReportSectionb3d014f3d9064bb058c5
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本日、対象とする都市は、以下の3都市です ⇒ チーム編成

◼小田原市

◼鎌倉市

◼藤沢市
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さぁ、開始します
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タスク①

まちを俯瞰する
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データを俯瞰し、○○市の特徴・個性を把握する 所要時間20分

① AAA

② BBB

③ CCC

④ DDD

⑤ EEE

⑥ FFF

⑦ GGG

⑧ HHH

⑨ III

⑩ JJI

【アンケートKPI トップ5 &ボトム5】【ダッシュボード等から読み解く特徴】

① AAA

② BBB

③ CCC

④ DDD

⑤ EEE

① AAA

② BBB

③ CCC

④ DDD

⑤ EEE

トップ 5

ボトム 5
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タスク②

SWOT分析
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その都市のウェルビーイング因子の位置づけを理解する 所要時間20分

T（脅威） O（機会）

S

（

強

み

）

W

（

弱

み

）

（主観と客観の偏差値50以上を記載）

（主観と客観の偏差値50未満を記載）

（主観50以上、客観50未満を記載）

（主観50未満、客観50以上を記載）
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ダッシュボードの「因子別」の画面の下段にある主観と客観の因子の偏差値を
使って、簡易版SWOT分析を行う
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ダッシュボードの「因子別」の画面の下段にある主観と客観の因子の偏差値を
使って、簡易版SWOT分析の4つの象限に振り分けていく
【SO：主観も客観も50以上】 【ST：主観50以上・客観50未満】 【WO：主観50未満・客観50以上】 【WT：主観も客観も50未満】
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記入済のSWOT分析ワークシートの例

T（脅威） O（機会）

S

（

強

み

）

W

（

弱

み

）

（主観と客観の偏差値50以上を記載）

（主観と客観の偏差値50未満を記載）

（主観50以上、客観50未満を記載）

（主観50未満、客観50以上を記載）

• 医療・福祉
• 遊び・娯楽
• 地域との繋がり
• 多様性・寛容性
• 雇用・所得
• 事業創造

• 住宅環境
• 移動交通
• 子育て
• デジタル生活
• 自然景観

• 自然災害
• 教育機会の豊かさ

• 買物・飲食
• 初等・中等教育
• 地域行政
• 公共空間

• 自然景観
• 環境共生
• 自己効力感
• 健康状態
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SWOT表の考え方

T（脅威） O（機会）

S

（

強

み

）

W

（

弱

み

）

（主観と客観の偏差値50以上を記載）

（主観と客観の偏差値50未満を記載）

（主観50以上、客観50未満を記載）

（主観50未満、客観50以上を記載）

市民は強いと思っているが、客観的にはそうでもない

⇒ やがて劣化していくことが予想される

客観的には強いが、市民が気づいていない

⇒ 知らしめることにより認識が変わる可能性がある
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タスク③

相関性分析
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相関性ダッシュボードから、幸福度との相関係数が0.4以上の因子を抽出する
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相関性ダッシュボードから、生活満足度との相関係数が0.4以上の因子を抽
出する
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T（脅威） O（機会）

S

（

強

み

）

W

（

弱

み

）

幸福度との相関係数が0.4以上の因子を赤枠、生活満足度との相関係数が
0.4以上の因子を青枠で囲む 所要時間10分

• 医療・福祉
• 遊び・娯楽
• 地域との繋がり
• 多様性・寛容性
• 雇用・所得
• 事業創造

• 自然災害
• 教育機会の豊かさ

• 住宅環境
• 移動交通
• 子育て
• デジタル生活
• 自然景観

• 買物・飲食
• 初等・中等教育
• 地域行政
• 公共空間

• 都市景観
• 事故・犯罪
• 文化芸術

（主観と客観の偏差値50以上を記載）

（主観と客観の偏差値50未満を記載）

（主観50以上、客観50未満を記載）

（主観50未満、客観50以上を記載）

• 環境共生
• 自己効力感
• 健康状態
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タスク④

政策フォーカス
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T（脅威） O（機会）

S

（

強

み

）

W

（

弱

み

）

優先的に取り組むべき政策領域を8領域に絞り込む（ ） 所要時間30分

• 医療・福祉
• 遊び・娯楽
• 地域との繋がり
• 多様性・寛容性
• 雇用・所得
• 事業創造

• 自然災害
• 教育機会の豊かさ

• 住宅環境
• 移動交通
• 子育て
• デジタル生活
• 自然景観

• 買物・飲食
• 初等・中等教育
• 地域行政
• 公共空間

• 都市景観
• 事故・犯罪
• 文化芸術

（主観と客観の偏差値50以上を記載）

（主観と客観の偏差値50未満を記載）

（主観50以上、客観50未満を記載）

（主観50未満、客観50以上を記載）

• 環境共生
• 自己効力感
• 健康状態

✅

✅

✅

✅

✅

✅

✅
✅

✅
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T（脅威） O（機会）

S

（

強

み

）

W

（

弱

み

）

• 医療・福祉
• 遊び・娯楽
• 地域との繋がり
• 多様性・寛容性
• 雇用・所得
• 事業創造

• 自然災害
• 教育機会の豊かさ

• 住宅環境
• 移動交通
• 子育て
• デジタル生活
• 自然景観

• 買物・飲食
• 初等・中等教育
• 地域行政
• 公共空間

• 都市景観
• 事故・犯罪
• 文化芸術

（主観と客観の偏差値50以上を記載）

（主観と客観の偏差値50未満を記載）

（主観50以上、客観50未満を記載）

（主観50未満、客観50以上を記載）

• 環境共生
• 自己効力感
• 健康状態

✅

✅

✅

✅

✅

✅
✅

✅意図的に8つの政策領域を選ぶ
⇒ 政策フォーカスを明確化する

優先的に取り組むべき政策領域は、「強み&機会」（SO）をどう活かすかから
考える
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なぜ、その８つの政策領域にしたのか、理由を明記する

① 政策領域①⇒（理由）

② 政策領域②⇒（理由）

③ 政策領域③⇒（理由）

④ 政策領域④⇒（理由）

① 政策領域①⇒（理由）

② 政策領域②⇒（理由）

③ 政策領域③⇒（理由）

④ 政策領域④⇒（理由）
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所要時間15分（各グループ5分以内）

グループ発表
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小田原市
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小田原市 総合指標（個別調査）
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小田原市 ウェルビーイング因子のスパイダーチャート
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小田原市 主観詳細（グラフ表示）
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小田原市 主観詳細（スコアカード）
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小田原市 客観詳細（グラフ表示）
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小田原市 客観詳細（スコアカード）
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小田原市 幸福度との相関分析
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小田原市 生活満足度との相関分析
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小田原市 SWOT = 主観因子の偏差値（タテ）ｘ 客観因子の偏差値（ヨコ）

機会（O）脅威（T）

強み（S）

弱み（W）
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鎌倉市
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鎌倉市 総合指標（個別調査）
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鎌倉市 ウェルビーイング因子のスパイダーチャート
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鎌倉市 主観詳細（グラフ表示）
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鎌倉市 主観詳細（スコアカード）
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鎌倉市 客観詳細（グラフ表示）
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鎌倉市 客観詳細（スコアカード）
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鎌倉市 幸福度との相関分析
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鎌倉市 生活満足度との相関分析
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鎌倉市 SWOT = 主観因子の偏差値（タテ）ｘ 客観因子の偏差値（ヨコ）

強み（S）

弱み（W）

脅威（T） 機会（O）
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藤沢市
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藤沢市 総合指標



46

藤沢市 ウェルビーイング因子のスパイダーチャート
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藤沢市 主観詳細（グラフ表示）
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藤沢市 主観詳細（スコアカード）
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藤沢市 客観詳細（グラフ表示）
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藤沢市 客観詳細（スコアカード）
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藤沢市 幸福度との相関分析
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藤沢市 生活満足度との相関分析
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藤沢市 SWOT = 主観因子の偏差値（タテ）ｘ 客観因子の偏差値（ヨコ）

強み（S）

弱み（W）

機会（O）脅威（T）
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◼本資料は、信頼できると思われる各種公開情報・オープンデータ等に基づいて作成されていますが、当法人はその正確性、完全性を保証
するものではありません。

◼本資料に基づくご利用者様の決定、行為、及びその結果について、当法人は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、ご利用者
様ご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。

◼本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず、出所：一般社団法人
スマートシティ・インスティテュートと明記してください。

本資料のご活用に向けて


	スライド 1:  　地域幸福度(Well-Being)指標活用 キャラバン in 小田原市　
	スライド 2: アイスブレーク　～　自己紹介　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所要時間５分
	スライド 3: 地域幸福度（Well-Being）指標を活用した政策デザインWSの内容
	スライド 4: ダッシュボードへのリンク
	スライド 5: 本日、対象とする都市は、以下の3都市です　⇒　チーム編成
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8: データを俯瞰し、○○市の特徴・個性を把握する 　　　　　　　所要時間20分　
	スライド 9
	スライド 10: その都市のウェルビーイング因子の位置づけを理解する　　　　　所要時間20分
	スライド 11: ダッシュボードの「因子別」の画面の下段にある主観と客観の因子の偏差値を使って、簡易版SWOT分析を行う
	スライド 12: ダッシュボードの「因子別」の画面の下段にある主観と客観の因子の偏差値を使って、簡易版SWOT分析の4つの象限に振り分けていく
	スライド 13: 記入済のSWOT分析ワークシートの例
	スライド 14: SWOT表の考え方
	スライド 15
	スライド 16: 相関性ダッシュボードから、幸福度との相関係数が0.4以上の因子を抽出する
	スライド 17: 相関性ダッシュボードから、生活満足度との相関係数が0.4以上の因子を抽出する
	スライド 18: 幸福度との相関係数が0.4以上の因子を赤枠、生活満足度との相関係数が0.4以上の因子を青枠で囲む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所要時間10分
	スライド 19
	スライド 20: 優先的に取り組むべき政策領域を8領域に絞り込む（　）　　所要時間30分
	スライド 21: 優先的に取り組むべき政策領域は、「強み&機会」（SO）をどう活かすかから考える
	スライド 22: なぜ、その８つの政策領域にしたのか、理由を明記する
	スライド 23: 所要時間15分（各グループ5分以内）
	スライド 24
	スライド 25: 小田原市　総合指標（個別調査）
	スライド 26: 小田原市　ウェルビーイング因子のスパイダーチャート
	スライド 27: 小田原市　主観詳細（グラフ表示）
	スライド 28: 小田原市　主観詳細（スコアカード）
	スライド 29: 小田原市　客観詳細（グラフ表示）
	スライド 30: 小田原市　客観詳細（スコアカード）
	スライド 31: 小田原市　幸福度との相関分析
	スライド 32: 小田原市　生活満足度との相関分析
	スライド 33: 小田原市　 SWOT = 主観因子の偏差値（タテ）ｘ 客観因子の偏差値（ヨコ）
	スライド 34
	スライド 35: 鎌倉市　総合指標（個別調査）
	スライド 36: 鎌倉市　ウェルビーイング因子のスパイダーチャート
	スライド 37: 鎌倉市　主観詳細（グラフ表示）
	スライド 38: 鎌倉市　主観詳細（スコアカード）
	スライド 39: 鎌倉市　客観詳細（グラフ表示） 　
	スライド 40: 鎌倉市　客観詳細（スコアカード）
	スライド 41: 鎌倉市　幸福度との相関分析
	スライド 42: 鎌倉市　生活満足度との相関分析
	スライド 43: 鎌倉市　 SWOT = 主観因子の偏差値（タテ）ｘ 客観因子の偏差値（ヨコ）
	スライド 44
	スライド 45: 藤沢市　総合指標
	スライド 46: 藤沢市　ウェルビーイング因子のスパイダーチャート
	スライド 47: 藤沢市　主観詳細（グラフ表示）
	スライド 48: 藤沢市　主観詳細（スコアカード）
	スライド 49: 藤沢市　客観詳細（グラフ表示）
	スライド 50: 藤沢市　客観詳細（スコアカード）
	スライド 51: 藤沢市　幸福度との相関分析
	スライド 52: 藤沢市　生活満足度との相関分析
	スライド 53: 藤沢市　 SWOT = 主観因子の偏差値（タテ）ｘ 客観因子の偏差値（ヨコ）
	スライド 54: 本資料のご活用に向けて

